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図１ グレースケールチャート測定の方法 

 

そだてる研究室事業 

図 2 グレースケールチャートと測定結果 

 

図 3 凸形状サンプルとその測定結果 

 

切断線 A-A 

線幅 1.2 ㎜ 

0.4 ㎜ 

50 ㎜ 

25 ㎜ 

図 4 測定した仏像と測定結果 
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黒色の濃さは同等 

手や袈裟の凹凸

が測定可能 

水平（0 度）から 80 度まで 



 

 

 地域で保管されている数多くの伝統工芸

品や文化財は、３Ｄ技術により形状を測定

しデジタル化することで、保管や展示、新製

品開発への活用が期待されています。しか

しデジタル化に際し、対象の凹凸形状や黒

色の測定が難しいという課題があります。

そこで３Ｄスキャナで測定可能な凸形状と

黒色の範囲の検証試験を行いました。 

 

 

白（1 段階）から黒（20 段階）へ段階的

に変わるグレースケールチャートを指標と

して、どの段階の黒色まで測定可能か検証

しました（図 1、2）。また、形状の異なる凸

形状のサンプルを 3 種類作成し、凸形状の

違いによる測定誤差やどの程度まで点群デ

ータが取得可能かを検証しました（図 3）。

最後に、実際に仏像を測定しました（図 4）。 

 

 

 本研究の結果から、 測定可能な黒色の濃

さや最も良好に測定可能な３D スキャナの

光の照射角度が分かりました。また、凸形状

の違いによる測定限界や取得した形状デー

タの誤差の傾向が分かりました。さらに、黒

色の仏像の手や袈裟の凹凸模様が測れまし

た。
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